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9 Gモデル（20年） → 現時点では[AP]モデル
z ‘#6.2 男・女の生まれかわり（女に）’［女性］
9 APCモデル（25年） → [AP]APCモデル（35年） → [AP]PCモデル
z ‘#2.7 一番大切なもの（家族） ’［男性］
9 APCモデル（15年） → [AP]APCモデル（35年）
z ‘#2.7 一番大切なもの（家族） ’［女性］
9 APCモデル（20年） → [AP]APCモデル（30年）
¾ データ期間としては，20年程度は必要（日本人の国民性調査規模で）．
¾ データ期間が長くなれば，より複雑なモデルが選ばれる．
[AP]は，年齢×時代の
交互作用効果を示す
◆６．では，10年，20年，の時点でどうするか？
¾ モデル選択表（モデルの順番，モデル間のABICの差）をみる．
¾ リサンプリング・シミュレーションにより，最適モデルが入れ替わる様子，効
果推定値の変動の程度をみる．
1位モデル
2位モデル
APCモデル
２時点（５年）では ４時点（１５年）では
#1.3 学歴（高校卒，女性）の割合の推移（学歴は世代効果しかないはず）
上位２モデルとAPCモデル（効果推定値が異なる） 上位２モデルとAPCモデル（効果推定値は重なっていてほとんど同じ）
モデル選択表（１位２位でABICの差がほとんど
ない）
モデル選択表（上位４モデルはC効果をもつ．
１位２位でABICの差が2.0．あてはまりはほどん
ど変わらないことを示す）
リサンプリング・シミュレーションの結果
（上位３モデルが拮抗）
リサンプリング・シミュレーションの結果
（Cモデルが６割１位を占める）
